
回復期リハビリテーション病棟における NST の介入方法の検討 

 研究計画書 

 

 

【研究目的】 

回復期リハビリテーション病棟において、NST による食事摂取状況と検査値、カンフ

ァレンスの経時的な変化を調査し、効果的な NST の介入方法を検討する。 

 

【対象】 

回復期リハビリテーション病棟で 2019 年 3 月に NST の対象となった患者 

 

【方法】 

1. 対象者の年齢、性別、病名、BMI 食種、食事摂取状況などの基本情報を収集す

る。 

2. 栄養の摂取状況、検査値・BMI・栄養評価の変化を収集する。 

3. NST の介入方法について収集する。 

4. 1 から 3 の内容を診療録から収集し、栄養・食事・疾病・BMI の経時的変化と NST

の介入方法の関連性について、検討する。 

 

【個人情報について】 

氏名は公表せず、研究に同意が得られた症例のみとし、院内で厳重に管理する。 

本研究は NST の観察研究であって、新たに直接的侵襲を付加するものではない。更

に費用が発生することもない。 

本研究にしてご質問および対象となる方で研究への利用を拒否される場合はお手数

ですが平日の 9 時から 17 時の間に下記の研究代表者まで、ご連絡いただきますよう

お願いいたします。 

 

【研究代表者】 

栄養部 管理栄養士 鈴木道代 

 

【代表者連絡先】 

電話番号 :0887－38－7111 

 


